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 九九の表に潜む秘密 ～みんなのレポートから～ 

 この話しをした後、皆に、九九の表やカレン

ダーなどの数字が集まっているものを見て気づ

いたことをレポートしてみませんか、と呼びか

けました。 

 軽い呼びかけだったので、やってくる人はい

ないだろうなあと思っていたら、こんなにたく

さんのレポートをいただきました～♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嬉しくて舞い上がってしまいそうです。 

 10 連休前の授業で、九九の表を持ってきてこん

な話しをしました。 

「九九の表の中にある 81個の数字を全部足すと

いくつでしょう」 

 

 

 

 

 

 

1 個ずつ足していくのは大変ですね。そこで、こ

んな風に考えるのはどうでしょう。タテヨコの数に

「メートル」をつけて考えると、表の中の数はそれ

ぞれのタテヨコの長さに対応した、田んぼの面積

と考えることができます。ということは、全部の和

は、タテヨコの長さが 

（1+2+3+4+5+6+7+8+9）ｍの正方形の面積、つまり 

（1+2+3+4+5+6+7+8+9）2  

これを計算すると、552＝3025 となりますね。 

ところで、この九九の表を上の右の図のように

L 字型で区切って和を計算すると、 

13+23+33+43+53+63+73+83+93 

となっています。 

つまり、自然数の和の平方が、自然数の立法の

和に等しいことがわかりました！ 

面白いですねえ。 

 

 

 

 ではいただいたレポートからワンポイントだけ

紹介していきます。 

● Ｏさんのレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

O さんは、9 の段の各桁の数字の和が９になると

いう性質を発見しました。このレポートのおかげ

で、9 の倍数の判定方法について授業で触れる

ことができました。ありがとうございました。 

●Ｔさんのレポート 

 

 ＴさんはＯさんと同様、9の段の秘密につい

て書いていました。また、タテの和が 45の倍

数になっていることや、対角線の数の規則を

調べてくれました。感心したのは、Ｔさんは

数字の列の性質を調べる時に、隣り合う数の

差を考えるという手法を取っていることで

す。これはとても大切な視点です。 

●Ｍさんのレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍさんは、表の対称性に注目していました。数学

の問題を考えるときは、対称性に着目するのは

とても大切です。また、Ｏさんと同様、対角線の

数の規則にも注目していましたね。 

************************************* 

ではここで、ＯさんとＭさんが発見してくれた

ことを次のようにまとめてみましょう。 

2 人は、対角線の数列、12,22,32,42･･のそれぞ

れの差が奇数になっていることに気づきまし

た。このことから奇数を連続で足すと次のよう

に、平方数になることが言えるのです。 

1+3=4=22   1+3+5=9=32   1+3+5+7=16=42 

1+3+5+7+9=25=52   1+3+5+7+9=36=62 

 

ハッピー 

しもマッチ 
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● Ｆさんのレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆさんのレポートはとてもキレイにまとめられて

います。編集後記もあって素晴らしいですね。 

ユニークなのは、81 個の数字の中で、1 回しか登

場しない数が 5 つしかないことを見つけたこと

です。また、Ｍさん同様、表の対称性にも着目し

ていましたね。 

● Ｏ君のレポート 

 

 

 

 

Ｏ君は、九九の表ではなく、カレンダーの秘密を

二つ見つけてくれました。 

一つは、曜日の列に現れる４つの数を足すと、 

62,66,70,74,78,82 と４つずつ増えていることを

発見しました。このような数列を「等差数列
とうさすうれつ

」と

いいます。等差数列の性質は高校で習います

が、そのためのよい準備になったと思います。 

二つ目は、3 つずつ足し合わせた数列が 9 ずつ

増えているという性質です。これも「等差数列で

は、いくつかの数を束ねて作った数列もまた等

差数列である」というとても大切な性質につな

がる発見です。また、群
ぐん

数列
すうれつ

という数列の応用問

題も展望
てんぼう

する内容でした。 

● Ｎ君のレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このレポートはとてもユニークです。何と九九の

表を回転させて三角形の形にして眺めてみたの

です。このような発想の転換は新たな発見につ

ながると思います。Ｎ君は、このように見ること

によって、無限に続く数列という捉え方をしてい

ます。なかなか面白い視点ですね。 

 

 

● Ｋ君のレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｋ君は本格的な魔方陣の 

研究レポートを持ってきて 

くれました。魔方陣とは、 

右の図のような、タテヨコ 

対角線の数字の和が皆等 

しくなるような方陣です。 

 上の３×３の魔方陣はどのようにして作るの

か、Ｋ君は次のように説明しています。 

① 1+2+3+4+5+6+7+8+9=45 なので、それを 3 

で割った 15 がタテ・ヨコ・対角線の和。 

② 中央に５を入れ、その下に最小数の１を書く。 

④ すると、５の上が９と決まる。 

⑤ １の両隣りの数をたすと１４になるが、そのよ 

うな組み合わせは６と８しかない。 

⑥ 対角線を考えて、９の両隣りが決まる。 

⑦ 残りの場所が決まって完成！ 

 

2 9 4

7 5 3

6 1 8

9 9

5 5 5

1 1 6 1 8

2 9 4 2 9 4

5 7 5 3

6 1 8 6 1 8

１の置き方と、それに対する６と８の置き方によっ

て、魔方陣は次の 8 種類が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

また、Ｋ君は、分数や小数、負の数を使って魔方

陣を作ることもできるとして、次のような例を示

してくれました。 

 

 

 

 

左から、和が 9、-3、0 となる魔方陣ですね。 

 

更にオマケの話題として、次のようなパズルを

紹介してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

① 適当な場所を決める（例えば７）。 

② その数だけ時計回りに進む（６に着く）。 

③ またその数（６）だけ時計回りに移動する。 

④ すると、どこから始めても必ず８に着く 

  

不思議ですね。皆さんもやってみてください。 

数を並べるとこのような面白い性質が無限に見

つけることができますね。レポートを書いてくれ

た皆さんありがとうございました。 

2 9 4 4 9 2 6 7 2 8 3 4

7 5 3 3 5 7 1 5 9 1 5 9

6 1 8 8 1 6 8 3 4 6 7 2

6 1 8 8 1 6 2 7 6 4 3 8

7 5 3 3 5 7 9 5 1 9 5 1

2 9 4 4 9 2 4 3 8 2 7 6

7 4 1

6 2

5 8 3


